
 
 

大郷町では令和８年４月２７日に町役

場内で「大郷町オーガニックビレッジ宣言

式」が行われた。 

当日は学識経験者や生産・流通、消費等

の関係者約２０人が出席。式典内で石川良

彦町長が「美しい自然景観と豊かな食を次

世代へ引き継ぐため、地域一丸となって持

続可能な農業を推進する」と高らかに宣言

した。 

町では、令和７年８月に大郷町有機農業

推進協議会を設立。環境に配慮した農業を

推進する国の「みどりの食材システム戦略」

の一環で、令和８年度から令和１２年度を

対象とした有機農業実施計画を策定した。 

これまでに、町内小・中学校給食への食

材提供や、道の駅おおさとでの試行販売を

行い、今回の宣言となった。 

宣言では、目標とする有機農業面積を水

稲は現在の７７８㌃から１２００㌃に、野

菜は２９２㌃から４００㌃に拡大し、経営

体を２者から４者に増やす。宣言は県内の

市町村では６例目だが、実施計画に野菜の

生産量と面積の目標を明記するのは県内

では初めて。 

町は今後、学校給食への食材提供、有機

ＪＡＳ認証の取得・更新等の支援、道の駅

に有機農産物販売所コーナーの設置、飲食

店での活用推進に取り組む。 
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大 郷 町 
町でオーガニックビレッジ宣言式  野菜の数量・面積目標を初めて明記  
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オーガニックビレッジ宣誓する石川町長 
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